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])!:に文献の貸与，取写並びに標本の剖愛~!;について詳Il}享主主、を頂いた雌 |王i 三郎

敬授，三浦昭対L 瀬木教授，阪井与志刈，梅崎 勇，八木繁一，ー大島勝太郎

の諸氏並びに走、)宅 壱君に御礼を lキ'Jニげ肢い。又本研究に要した貨問は昭和

29年度科学研究助成補助金から支出 した司1を問、l記する。
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オゴノリ科植物の成分の愛化について
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Gracilariaceous palants from various localities 

オゴノリは従来テ ングナをl原料とする;m天製造の混ぜヰとして利用され
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ていたのであるが，近頃ではオゴノリのみで良質の寒天を製造する事が可能

となった (WOOD， 1946 ;松原他，1952， 1953)。 それで地方別並びに季節別の本

部の化学成分の変化を究明する事は，採取巡}UJを定める上に必要であるとい

う見地から， 黒田等 (1954)は北海道厚岸湖底オゴノリについて， 昭和 28年の

6月から 11月までの化学成分の変化をしらべたが，この海謀の生育の最盛期

に当る 7J=Jから 10月に至る期間中は成分上に大差のない事を明らかに した。

オゴノリの化学成分の季節的変化については小島等 (1952)の研究もある。

一方，アメリカ太平洋沿岸の オゴノリ科を研究した DAWSONは， 最近の

論文'(1953)に次の ように記している。

“It may be pointed out that in as much as‘Gracilaria confervoides' 
has long been known and used as an agarphyte， that some critical exami-
nations are now called for to determine whether Gracilaria verrucosa 
and the several morphologically similar species of Gracilariopsis are of 
equal commerical value as sources of agar， or whether chemical di妊e-

renc回 betweenthese plants are appreciable and may have been 1"8-

sponsible for misleading analytical results in the past." 

又筆者等の 1人，近江への私信にも同様のづきえを述べ， California 州，

Carpenteriaで採集 した Gracilarioρsissjoastedtiiの乾燥標本を多量に送っ

て来られたので，黒田は北海道区水産研究所利用部に於てこれを分析してそ

の成分を調べ，比較のため国内各地産のオゴノリについても調べたので，そ

の結果を誌に報告する。尚国内庄の材料に就いては目下分類学的に研究中で

あって，種の回定には}i校級な検討を欠くが，本縦では一応、オゴノリとして取

扱う事にした。

この報告・に 当って ， 経1I校 I!Ð を ~l易った時 l工l 先生に深:刻すると Jh に，古語;な

試料を採決jJ~ 'fJ!çせられた DAWSON 博士3f~び !'c l主l内各地の水位試験場の各位

に謝意を表する。

1. 試料の調製

風ij出式料を淡水で経く水洗した後， 再びj瓜i詑 し， 雑藻及び央純物を山~を

るだけ除去して試料の均ーをはかつ後，細断した。

2. 定 量方法

j天分，l，n蛋 1=1，粗)脂肪及び組繊維。すべて常法による。

硫酸。試料 19を!辺製蒸発JllLにH取し Dens-Benedictの酸化剤をJJIIえて

酸化後柿i担酸に溶か し， 硫酸パリクムとして手l'蓋 し， これより 主|主l笑験他を
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控除して ~7 出した。

粘液質。試料 19を三角プラスコに秤取 し396硫酸 100ccを加え，逆流

冷却器を附 し正ll(if.に 3 時間煮詰I~ した後， 200 cc容メスフラス ゴに移 し， 苛性

ソーダ溶液で中和してその目盛りまで水を満して振盤，静置後その上澄液 20

ccを分取し，ブェリシ グ液を加え，加熱，煮沸し亜酸化銅の沈澱をつくり ，

グラスフィノレタ ーで漉過し，温湯で洗糠後， 硫酸第 2鉄溶液に溶かし，次い

で過マ γ ガン酸カリ液で滴定する。 之より銅相当量を求め BERTRAND氏表

より ，ガラクト ースとしての霊を求め，粘液質(寒天分と見なす)としえ。

3. 分析結果

上記のようにして調製した試料について分析した結果は次の通りである。

第1表 オゴノリ類の地方)]1]に よる成分の鑓{ヒ(風乾物中 %)

生産 地

採集場所

採 m月[1

* 分

j天 yノJ、

料1 蛋 . 1~1 

研 1¥官 (80")

出fl 織 MI~ 

エーテ ル柑11.1¥1防

iri 

|函川根室 |脚 |品li締 |自体!惚 |愛知賂|加お:;a
問地主|風制11ィTJ望!ド|船橋l'ド院511iZJ;舘t・|

li!前|ぷ官ii|品切|お古ii|品1121i索引ぷ22
14.68 14.11 18.97 

7.32 9.68 10.26 

20.50 16.50 16.50 

3.85 6.09 5.09 

7.30 4.27 8.02 

0.19 0.14 0.06 

36.38 33.88 

一一一一
16.31 16.51 16.03 

9.31 9.23 11.06 

13.75 19.81 16.50 

4.92 3.80 5.49 

6.68 6.51 5.11 

0.11 0.19 0.21 

3443 32.74 34.03 

!貝・アマモ ・1__..._. . L.._" _... . I 
i~争政等cill.7atネドレj、lJili(;本幸fi大1

1入多し

13.97 

11.79 

13.19 

4.92 

4.32 

0.14 

42.94 

第 2表 オコーノリ知町. ' 地方}J I1 に よる成分の経化 (~!!'i*物中%)

王1". 湾 地 | 郎防 I1l!!.Iいhmlfilm 111M哨|没知燃I2i?ZJtr
採集場所 ・採集)}11 .似i考 第 1表に同じ

858 11.27 12.66 11.12 11.05 13.17 13.70 

事[l 蛋 l当 24.03 19.21 20.:36 16.43 23.73 19.65 15.33 

硫荷主 (SO，，) 4.51 7.09 628 5.88 4.55 6.54 5.72 

~:Il 綴 事!上 8.56 4.97 9.90 7.98 7.80 6.09 5.02. 

エーテル川 0.16 D.07 0.13 0.23 0.25 0.16 

Wi ir，主主t 38.81 42.36 41.81 41.14 39.21 40.53 49.91 
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4. 考 。 察

ム記の分析表に示す通り ， 採集時期の相違を考慮しなければ粘液質(寒

天分と見なされるもの)は California産の Gracilarioρsissjoesledtiiが国内

段、のオブノリに比して，かなり多い事が見られる。

Summarヤ

. According to.the suggestion by Dr. DAWSON， we attempted a巴omparative
analysis on .the' c~emÍ'cal components of a 'number of Gracilariaceae from 
various localitie3 in and o;:!t of Japan which ar.e useful or promising agarphythe. 

As a r巴sult，Grαci!αriopsis sjoestedCii collected by DAWSON at Carpenteria， 
California， proved to excel others in th巴 contentof agar which amounted to 

.4991% of' anhyelrotis' matter. Agar content of six samples of G1'αci!ω-ia from 
Japan was from 38.81 to 42.36%. 
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スコ ッ トランドの海 藻 研究J}Ji'

中沢信 王子

主将 2 回国際海藻 ν シポジクムは 1955 年 7 月 14~17 .仁lにわたって， ノー

ノレクエイのトロンドハイムにある Norg巴sTekniske Hogskole (Norwegian 

Technical Universityで聞かれる予定であるc 第 1回は 1952年 7月にスゴ

ットランドのエデンパラ大学で開かれ， そのときにはスゴットランドの淘

誌研究所 Instituteof Se:1weεd Rese<-ll'chの見学が行われた。この研究所をち

ょっと紹介したいと思う。

スゴッ トラ γ ドは海藻の些富なところで， しかもその研究史も rSい。た

とえば 1720年にフマンスで海諜灰の製造が付、じまると， まもなくそのj支術

がノノレクエイ ， スゴットランドおよびクエイノレズに伝えられ， 1830年にはス
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